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研究室自誌(昭和 51年度〉

4月 2 7日 社会教育施設見学

5月 3 0日 日本社会教脊学会六月集会(東京)参加(美二七路、山田、高倉、千葉)

6月 1 1日 学生社会調査実習予備調査(月形町)

7月 1 2 -1 6日 学部集中講義(藤田秀雄立正大学教授〕

1 7日 研究交流会藤岡秀雄講師「最近の社会教育の動向について

学生社会調査実習(士別市〕

畠 1-?，5臼 北浴道大学公開講座(第一盟)r社会教育論」 士宮IJ市κ沿いて開設
2 1臼。消費者教育の現状と課題 美土路

? 28 0 同上 11 

畠 8日 。 社会教育行政・施設の現状と課題 高倉

9生8 0 向上

2 5白 。社会体育の現状と課題(水泳指導を含む)

井芹ニ郎(本学部勧教授)

三好洋二( 11 講師〕

8月 8-98 第 15田北海道民間教育研究集会

参加 社会教育分科会(美土路、高倉、神間、木村、藤問、千葉

柳田、 ) 

へき地教育分科会(山田)

12-1 呂田 研究会宿(農民層分解論・農法論)

1畠-25臼 別海町調査(山問、木村、千葉、柳田、他学生 1名〕

G 泉111地区農家実態調査(酪農機械化とま支術・技能の要求、

際農民・婦人の生活実態等)

27-畠 98 北海道大学公開講座(第ニ田)r社会教育論j 士宮IJ市κbいて開設
2 7日農民教育の現状と課題 山田

2 8日

畠 9日 憲法教予言基本法と社会教育 山崎真秀(本学部

9月 4-6臼 社会教育研究全国集会(東京) 参加(山田)

13-158 日本社会教育学会大会(東京、早大)

。地域農業教育の実態と課題 (山田)

。社会教育関係事業と地方社会教育財政

北海道及び道内市町村の実態を申心K 高倉〕

。出稼ぎ問題と児童福祉一生活κ根ざした地誠教育計画を展望しての

(神田〕

。農村婦人の労働の変容と社会教育の課題κ関する一考察 (木村)

。地域農業の変貌κとも念う農村婦人集団の変容と学習活動(千葉)
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1 1月 岳日 社会教育施設見学(道立図書館、道立教育研究所)

20臼 研究交流会

08本図書館協会常務努事浪江度講節

f都市と農村κbける文化運動と国番館活動 J

c報告 都千IHCj，>ける図書館活動(高倉)

2 3臼' 洞爺村青年祭 報告・参加(山田、藤田、千葉、兜、他学生 2名〕

。1問爺村農村調査K学ぶ(山思)

。農家婦人実態調査報告(千葉)ほか

l月 78 北海道農業教育研究会(於北大教育学部)参加(山問、木村、千葉)

。農家後継者数湾と農業学醤(兜〕

8-9日 全道高等学校戦業教湾研究集会、参加(山田、木村、千葉〉

1 0 -1 5日 洞爺村冬期野菜講習会参加(千葉)

B生白 農業技術学習会:太田嘉由夫助教授(農学

畠月 1 1日 士別市青年教室、報告一参加(木村、千葉)

3月

。社会教湾総設と涛年の学習活動 木村・千葉

12 -1 3日 北海道教育学会研究大会、報告、参加

。農業生産力形成と農民教育の課題(藤白)

(学生部会〕

。公渓館活動κbける公民館職員の性格と役割

一旭111市K::1.-ける実態調査から(加納)

。農業青年の生活と学習活動κついて

一北海道 8地域の比較を還して〈門脇)

。農業生産組織の実態と問題点

一士別市多寄町の事例分析均心K:(沼倉)

畠生日 農業技術さ学習会:高井宗宏講師(農学部農業工学科)

1 5 El 農業技術学習会:大金永治 助教授(農学部)

く昭和 51年度関連講義〉

c学部集中講義一講郷、藤郎秀雄立正大学教授

テーマ r社会教育論』
。「社会教育論 1J (前期)(担当美土路)

o r教育学概説J ( 同上 ) 

。「地誠経済論J(前期)(設当 山田 1

o r教育学離党 J ( 向上 ) 

。「社会教育制度論 J(後期)(担当 高倉〕

o社会謂まま実習(ゼミb よび調査:担当、美之路、山田、高倉)

。基礎ぞミ〈エ Yグノレス『空想から科学へ』、レーニγr帝箇主義論 j) 
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o-e'ミ(専門演習 Ln) (担当 美土路、山問、高倉〕
前期テキスト 碓井正久編 戦後日本の教育改革 10 r社会教育 J
後期テキスト 宮本憲一著「社会資本論J

c大学院ゼミ『農業技術論JI(担当 美土路)

前期テキスト 古島敏雄著『農業史』

後期テキスト 井上靖丸著『臼本2資本主義の発展と農業及び農政』

。大学院ゼミ『農村婦人論JI(担当、美土路、山回、高倉)

テキスト 田沼纂編著r現代の婦人論』他
。大学院ゼミ r資本論JIC担当、山田〕
。研究室会議(定例・月曜〕
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編 集 千麦 記

先年度 Kひきつづいて今年度も研究室報をまとめて残してなとうという気運K~ ョたのは、年度

の後半もかなりたってからの ζ とであった。

とうして編集を終えてみると、結果的Uては卒業論文の要旨が中心のよう念かたちK念ってしまっ

た。しかし、卒論も内容の水準は別としても各人の意欲的念取り組みの成果であり、研究家として

全力をあげて指導した結果の作品であるし、巻末の婦人教育関係の文献リストも、従来には念いも

のであり、それなりに寄与するところがあろうかと考えている。

ところで、当研究室の元教授留間清男氏が本年 2月3B逝去された。先年度の研究室報で、留問

先生の業績一覧a:載せたのであるが、一年後の研究室報編集の際、すでKなき人と念っていようと

は……悲しみVてたえない。とれからも、留問先生の業績を摂取し、その遺志を発展さぜていくべく、

研究スタップ…問、一層の響起の必要を、改めて痛感した次第である。

本年度の通常の研究室スタッフは、研究生も含めて 9人であった。とのうち、大学院博士課程の

神田嘉延が鹿児島大学K、研究生の兜賢ーが、留萌管内の幌延町K赴任するζとK在った。来年度

は、研究生として研究スタップに加わっていた柳田泰典が大学院修士課程の院生として、さらに農

業改良普及員D特別研修生主1名をむかえることK7.まった。

本研究家報は、テープほどきなども加えると、研究室スタップ全員の参加のうえで発行Kζ ぎつ

けることができたが、全体の編集には研究室助手高倉が、研究室B誌作成Kは::l:.K大学院博士課程

オ守す純があたった。

最後K、ヱド報告発行K御協力いただいた本学部事務、生協プザント部の諸氏に誠意を表したい。

(高倉記)

1 9 7 6年後北海道大学教育学部社会教脊研究室報

発行者 北海道大学教育学部社会教育研究室

(札幌市北住北 11条商?丁呂)

印刷者 北大生協プリント部

発行日 昭和 52年 3月 3 1臼

く非売品>
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